
 
 

                           

           
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
に
よ
る
『
日
本
の
地
域
別
将
来
推

計
人
口
』（
平
成
３
０
（
２
０
１
８
）
年
推

計
）
等
に
よ
れ
ば
、
少
子
高
齢
化
に

よ
り
日
本
の
総
人
口
は
、
２
０
１
５

年
か
ら
３
０
年
後
の
２
０
４
５
年
の

間
で
２
千
万
人
以
上
減
少
と
の
予
想
。

そ
し
て
、
死
亡
数
が
出
生
数
を
上
回

る
「
自
然
減
少
」
が
年
々
拡
大
し
、

加
え
転
出
者
が
転
入
者
を
上
回
る

「
社
会
減
少
」(

い
わ
ゆ
る
転
出
超

過)

が
続
く
岐
阜
県
に
つ
い
て
は
、
平

成
３
０
年
４
月
１
日
現
在
、
推
計
人

口
２
０
０
万
１
千
２
３
０
人
で
あ
り
、

残
念
な
が
ら
県
民
２
０
０
万
人
と
い

う
大
台
割
れ
が
目
前
に
迫
り
、
２
０

４
５
年
に
は
約
１
５
６
万
人
ま
で
減

少
と
予
想
。 

そ
の
中
で
瑞
穂

市
は
依
然
と
し
て

人
口
増
加
傾
向
と

い
う
稀
な
街
で
す
。

ち
な
み
に
瑞
穂
市

の
人
口
は
、
５
月

末
日
現
在
５
４
，
３
７
３
人
で
す
が
、

前
述
の
予
想
に
よ
れ
ば
、
２
０
３
０

年
に
は
５
７
，
４
４
８
人
に
増
加
す

る
も
の
の
、
そ
の
後
は
長
期
的
に
減

少
に
転
じ
る
よ
う
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
左
図
に
あ
る
岐
阜
県

と
瑞
穂
市
と
の
転
入
転
出
理
由
に
関

す
る
統
計
デ
ー
タ
を
比
較
し
ま
す
と

著
し
い
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら

の
点
な
ど
を
踏
ま
え
次
の
こ
と
を
６

月
の
一
般
質
問
で
確
認
し
ま
し
た
。 

問
）
統
計
に
よ
れ
ば
１
９
９
０
年
以

降
一
貫
し
て
「
結
婚
等
」
を
理
由
と

し
て
、
２
０
代
～
３
０
代
を
中
心
に

大
き
く
転
入
超
過
が
続
い
て
い
る
現

状
を
ふ
ま
え
、
婚
姻
届
や
転
入
（
出
）

届
を
も
と
に
カ
ッ
プ
ル
（
男
女
）
に

つ
い
て
、
瑞
穂
市
生
ま
れ
或
い
は
育

ち
な
ど
の
係
わ
り
の
有
無
を
詳
し
く

調
査
、
分
析
さ
れ
て
い
る
か
。 

答
）
現
在
の
調
査
項
目
で
は
確
認
す

る
こ
と
は
で

き
な
い
。
今

後
は
、
県
の

統
計
よ
り
掘

り
下
げ
た
デ

ー
タ
が
重
要

と
考
え
、
窓

口
で
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

や
他
の
調
査

デ
ー
タ
の
分

析
な
ど
を
検

討
し
、
参
考

と
し
た
い
。 
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●
な
ぜ
こ
の
点
に
こ
だ
わ
る
の

か
と
言
え
ば
、
も
し
、
カ
ッ
プ
ル

の
二
人
が
、
当
市
と
何
ら
係
わ
り

が
な
い
方
が
多
い
の
で
あ
れ
ば
、

現
在
の
婚
活
事
業
を
告
知
す
る

場
所
や
、
募
集
対
象
等
を
見
直
す

必
要
性
が
あ
り
、
逆
に
カ
ッ
プ
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
が
当
市
と
係

わ

り

が

あ

り
、
結
婚
を

機

に

親

と

の
同
居
、
近

居
の
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
れ
ば
、

同
居
・
近
居
の
支
援
策
の
充
実
を
考

え
る
べ
き
と
な
り
ま
す
。 

次
に
、
人
口
が
減
り
続
け
て
い
る

岐
阜
県
に
お
い
て
転
入
超
過
と
な
っ

て
い
る
「
住
宅
事
情
（
家
を
購
入
し

た
、
家
を
新
築
し
た
な
ど
）」
に
関
し
、

瑞
穂
市
は
逆
に
２
０
０
６
年
度
以
降
、

転
出
超
過
に
陥
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
左
上
の
デ

ー
タ
に
よ
れ
ば
３
０
代

と
１
０
歳
未
満
の
男
女

が
転
出
超
過
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
よ
り
、
１

０
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

を
も
つ
３
０
代
の
ご
夫

婦
が
、
市
外
で
新
居
を
購

入
し
転
出
し
て
い
る
こ

と
が
想
像
で
き
ま
す
。
ま

た
、
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
拠
点
化

構
想
の
報
告
書
に
よ
る

と
、
都
市
間
同
士
の
社
会

移
動
で
瑞
穂
市
は
一
宮

市
と
本
巣
市
へ
転
出
超

過
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
瑞
穂
市

は
「
居
住
地
」
と
し
て
の
魅
力
の
底

上
げ
を
図
ら
な
け
れ
ば
、
更
な
る
「
転

出
超
過
」
と
な
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。 

問
）
２
０
０
６
年
度
以
降
、
転
出
超

過
に
陥
っ
て
い
る
「
住
宅
事
情
」
の

改
善
に
は
「
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
拠
点
化
構

想
推
進
事
業
」
を
着
実
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
為
、
旧
駅
南
公
民

館
、
農
業
系
金
融
共
済
店
舗
や
県
関

連
住
宅
事
業
施
設
の
３
つ
の
駅
周
辺

の
大
き
い
土
地
の
動
向
が
重
要
と
考

え
ま
す
。
現
状
並
び
に
所
有
者
の
意

向
や
動
向
は
。 

答
）
旧
駅
南
公
民
館
は
、
当
初
予
算

で
解
体
工
事
費
を
計
上
し
、
今
年
度

中
の
建
物
の
取
り
壊
し
に
向
け
て
進

め
て
い
く
。
金
融
共
済
店
舗
は
、
ま

ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）
で
重
要
な

用
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
６

月
初
め
に
市
が
駅
周
辺
用
地
と
し
て

お
願
い
し
た
い
旨
を
伝
え
た
。
県
関

連
事
業
の
施
設
は
、
市
の
計
画
は
伝

え
て
あ
る
が
、
今
後

の
方
針
は
ま
だ
確

認
で
き
て
い
な
い
。 

 

 

～ 

と
ぴ
っ
く 

～ 

平
成
３
０
年
６
月
か
ら
、
市
の
Ｐ
Ｒ

動
画
が
俳
優
平
山
浩
行
氏
（
瑞
穂
市
出

身
）
編
か
ら
「
若
い
世
代
が
イ
キ
イ
キ
暮

ら
す
ま
ち
」
を
テ
ー
マ
に
、
瑞
穂
市
出
身

の
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
界
に
お
い
て
日

本
を
代
表
す
るKAR

IN

（
カ
リ
ン
）
さ
ん

を
メ
イ
ン
に
、
市
内
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
ダ
ン
ス
を
繰
り
広
げ

る
「
ア
メ
リ
カ
ン
編
」
と
「
マ
ン
ポ
編
」

が
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
、
市
の
ホ

ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

と
こ
ろ
で
、「
マ
ン
ポ
」
と
は
土
盛
り

に
よ
り
高
架
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
線
路
が
瑞
穂

市
内
を
東
西
に
横
断
し
て
い
る
た
め
、

人
や
車
が
南
北
に
行
き
来
す
る
必
要
性

か
ら
作
ら
れ
た
独
特
の
雰
囲
気
を
も
つ

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
下
に
点
在
す
る
ト
ン
ネ

ル
（
１
０
ヶ
所
程
）

の
こ
と
で
す
。 

「
マ
ン
ポ
」
を
観
光
資
源
に
！ 

 

 
感
覚
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず 

 
冷
静
に
デ
ー
タ
を
見
て
論
議
を 

 

 

 

 

 

 

 主な移動理由でみた世代別日本人の社会動態（瑞穂市 Ｈ２８）  

【瑞穂市ＰＲ動画】マンポ編 

【瑞穂市ＰＲ動画】アメリカン編 

出展 瑞穂市ホームページ ／ YouTube 

出展：統計からみた岐阜県・市町村の現状 岐阜県環境生活部統計課 


